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殻厚は水田のそれよりも厚いが、殻厚は繁殖期である 6-7 月では薄く、8-11 月では厚くなるとい
う季節的推移は両生息地で共通していた。ここで比較のための指標として導入された殻厚指数は、
今後の軟体動物研究に広く利用できる可能性がある。 
 
 総合考察では、温帯におけるスクミリンゴガイの個体群維持機構が議論された。高い越冬期死
亡率にもかかわらず、本種は 2 種類の生息環境を利用し（第３章）、高い繁殖力を基盤とした個体
群の復元力によって（第１章、第２章）個体群を維持していると結論された。 
 
 以上のように、本論文は高い学術的意義を有する内容を含んでおり、審査委員一同は博士（農学）
の学位を授与するに十分に値すると判断した。 
 
